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結果の検証
(効果、改善点の整理)

塩浜地区護岸改修事業に関する順応的管理計画塩浜地区護岸改修事業に関する順応的管理計画

データの比較

データの比較

○ 基本断面の決定（＋5.4mまで）
・ 石積護岸（天端幅４ｍ、３割勾配）
・ 円弧すべり抑止杭を設置
・ 土止め鋼矢板を設置

平成17 年度：基本断面の決定

○ 施工方法の検討
・ 陸上施工
・ 海域への影響に十分配慮し、海域の施工

時期を限定（４月～８月）

○ 施工箇所・範囲の検討
・ 緊急箇所を把握
・ 施工単価の整理
・ 施工断面、施工範囲の検討

施工範囲

・ 塩浜２丁目東端

施工延長

・ 基本断面部２０ｍ

・ 捨石部８０ｍ

平成18年度：施工

ステップ１

○ バリエーションの検討

検討、モニタリング等

○ モニタリング
・ 構造、周辺地形の変化
・ 景観
・ 海生生物の定着状況
・ 利用（親水性） 等

○ 結果の検証
○ 効果、改善点の整理

○断面形状の検討

平成19年度：施工

施工箇所

データの取得

平成 N 年度：施工

平成20年度：施工

ステップ３

フィードバック

○より良い工夫

○より良い断面

データの比較

解ること

○ 形成過程

○ 遷移

○ 時間変化

データの予測

勉強会等を通じて情報
の共有と蓄積、市民との
協働によるモニタリング
と検証の実施

ステップ２ モニタリング

○ 当初の計画

平成17年度：施工

○ 施工断面
・ 施工断面は基本断面

順応的管理

により護岸の

向上を目指す

※

※

できること



1.1. 防護防護 背後地の安全の確保背後地の安全の確保

平成18年度は、工事区域100m（事業計画約900m）のうち、完成断面20m、暫定
断面80mを施工。

平成22年度頃を目標に早急に事業を進め、背後地の安全を確保していく必要。

【検証結果】

施工方法に関する委員よりの
指摘事項：

「既設護岸を切り下げて施工
するのは、波に対して危険な
ため、来年度からは改善する
ように」
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